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福井市地域コミュニティDX推進事業について（R5年度）

(1)デジタル機器の利活用能力の向上に向けた取組
  ・スマホ教室

(2)サポート体制の構築に向けた取組
・デジタルサポーター養成講座
・スマホ講師養成講座
・まちのデジタル活用シンポジウム
・自治会のデジタル化に向けたアドバイザーの派遣
・デジタル化時代のまちづくりを考えるハンドブック



スマホ教室



デジタルサポーター養成講座



スマホ講師養成講座



まちのデジタル活用シンポジウム



自治会のデジタル化に向けたアドバイザーの派遣



デジタル化時代のまちづくりを考えるハンドブック



デジタル化時代のまちづくりを考えるハンドブック

＜概要＞

①「デジタル」を活かすために、まちの未来図を描く
・デジタルの導入は前提ではなく、あくまでも結論。

・未来図の実現のためにデジタルが必要であれば、優先順位を

つけながら、必要な取り組みを検討。

②描いた未来図に近づくために、体制をととのえる
・未来図を実現するために中心となり進める人が誰になるかを明らかに。

・地区内の各組織・団体間の役割分担を考える。



デジタル化時代のまちづくりを考えるハンドブック

＜概要＞

③体制を活かして、取り組みを形にする
・デジタルサービスの導入に必要な金銭的な負担は地域内で

合意形成を図り、決断する。

・取り組みやサービスの活用を進める際に、どんな未来が待っているかを
イメージしてもらえるように伝えていく。

④形にした取り組みを継続させて、新しい日常をつくる
・取り組みを継続させるため、資金面や手伝ってくれる人材の確保、

仕組みづくりを考える。

・未来図をみんなが共有し、議論し合い、進み続ける。



デジまち研究会とは

テーマ：

電子回覧板の導入を題材に、デジタル化を進める一歩について、考えてみよう

⚫ 第１回 イントロダクション

・みんなのまちの課題を知る

・電子回覧板について知る

⚫ 第２回 デジタル化の事例を学ぼう

・全国の電子回覧板導入事例から学ぶ（総務省実証事業）

・福井市内の自治会で電子回覧板を導入したらどうなるか

⚫ 第３回 地域のデジタル化の一歩目を考える

・まちの課題をデジタルで解決できそうか

・まちへの電子回覧板の導入プロセスを考えてみる



【参考】福井市地域コミュニティDX推進事業について（R6年度）
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